
 

 
 
 

エエ  労労働働⼒⼒確確保保にに向向けけたた動動きき  
((他他産産業業ととのの連連携携にによよりり労労働働⼒⼒をを確確保保))  

新型コロナウイルス感染症の影響により、営業⾃粛や客数減少等による事業活動の縮⼩
を余儀なくされた宿泊業・飲⾷業等においては、多数の休業者・失業者が発⽣しましたが、
このような中、農業経営体1がこれらの産業からの労働者を雇⽤する動きが⾒られました。 

⻑野県の佐久浅間
さ く あ さ ま

農業協同組合では、地元の軽井沢
か る い ざ わ

旅館組合と協⼒し農繁期を迎えるレ
タス農家等の農業経営体と訪⽇外国⼈旅⾏者の減少や外出⾃粛の影響で従業員の雇⽤継続
が困難であった宿泊施設の従業員等のマッチング⽀援を令和２(2020)年４⽉に開始しま
した。この取組によって、同年 11 ⽉までに７⼈の⼈材が農業現場で雇⽤されました。 

⻘森県弘前市
ひ ろ さ き し

では、休業を余儀なくされた旅館業や、飲⾷業、製造業等の休職者等と、
農繁期を迎えるりんご農家等の農業経営体を、農協等と連携しマッチングを図り、雇⽤し
た農業経営体に対して、１⽇当たりの賃⾦の半額(上限 3,000 円)を助成する「休職者等農
業マッチング緊急⽀援事業」を令和 2(2020)年 4 ⽉に開始しました。 

同事業の実施により、調理師がりんご等の⾷材の⽣産に携わることができたほか、⼀時
的な雇⽤から継続雇⽤へと進展した事例が⾒られるなど、副次的な効果も⽣じています。
令和 3(2021)年２⽉末時点での⽀援件数は 166 件、就労者数は 721 ⼈となっています(図図
表表  特特--3377)。 

 

 
1 ⽤語の解説1、2(1)を参照 

図表 特-36 農業分野における外国⼈の労働者数 

資料：厚⽣労働省「外国⼈雇⽤状況」の届出を基に農林⽔産省作成 
注：1) 各年 10 ⽉末時点  

2) 専⾨的・技術的分野の令和元(2019)年以降の数値には、「特定技能在留外国⼈」の⼈数も含まれる。 
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また、JA 全農は旅⾏会社の株式会社 JTB と連携し、観光業で働く⼈に農業の現場で働

いてもらうための「農業労働⼒⽀援事業」に取り組み始めました。JA グループが農家の労
働⼒需要を取りまとめ、株式会社 JTB がホテルや旅館、バス会社から⼈材を募り、アルバ
イト雇⽤した上で、労働⼒を提供する取組です。 

令和 2(2020)年 12 ⽉から愛媛県内でモデルケースとして開始し、6 軒のみかん農家に 36
⼈の労働⼒を提供し、収穫作業等の作業を⾏いました。 

JA 全農は、今後、同様の事業を全国に広げていくことを⽬指しており、株式会社 JTB
のようなパートナー企業の発掘に取り組むとともに、県単位の JA グループで事業スキー
ムを周知していくこととしています。 

 
 

((農農福福連連携携にによよるる障障害害者者のの賃賃⾦⾦やや就就労労意意欲欲のの更更ななるる向向上上とと農農業業労労働働⼒⼒のの確確保保))  
新型コロナウイルス感染症の拡⼤により影響を受けた宿泊業や飲⾷業等に従事していた

障害者が、農作業等に従事することで、賃⾦や就労意欲の更なる向上につながる取組も⾒
られます。 

北海道七飯町
ななえちょう

の JA 新はこだて七飯
な な え

基幹⽀店は、パート職員の⾼齢化により、従来から
繁忙期における作業員の確保が課題となっていました。⼀⽅で、障害者の就労継続⽀援を

農農家家ででのの収収穫穫作作業業  
資料：株式会社 JTB ⻁ノ⾨第⼀事業部 

図表 特-37 休職者等農業マッチング緊急⽀援事業における⽀援件数と就労者数(累計値) 
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資料：⻘森県弘前市の資料を基に農林⽔産省作成 
注：1) 各⽉末時点における事業開始以降の累計値 

2) 申請の受理は 5 ⽉から開始しているため、4 ⽉の実績は無い 
3) 副業は本業に籍を置きながら農作業に従事した者、無職は解雇された等により求職中の者、学⽣は⼤学⽣・専⾨学校⽣、その他

は⾃営業、⼯芸品職⼈、⼤道芸⼈等 

(就労者数) 
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⾏う函館恵
けい

愛
あい

会では、新型コロナウイルス感染症の拡⼤により運営するホテルの売上げが
減少し、ホテル内で客室清掃等に従事していた障害者の賃⾦確保が困難となりました。 

そのため、函館恵愛会と JA 新はこだて七飯基幹⽀店が連携し、令和 2(2020)年 5 ⽉から、
9⼈の障害者が同JAの花き共選場で、カーネーションの選別作業を⾏うこととなりました。
花き共選場では、JA 職員の⽀援の下、障害者が作業に取り組み、ホテル内での清掃等に従
事していた障害者の賃⾦は、令和 2(2020)年には⽉平均で前年の約 2 倍に増加しました。
職を失っていた障害者が、農業という新たな分野に挑戦することで、安定して職を確保で
きるようになったことは、就労意欲の更なる向上にもつながっています。 

 
 
 

((ススママーートト農農業業でで⼈⼈⼿⼿不不⾜⾜にに対対応応))  
⼈⼿不⾜をスマート農業機械の導⼊によりカバーする

とともに、作業効率を向上させる動きも⾒られます。 
静岡県静岡市

し ず お か し
の株式会社鈴⽣

すずなり
は、100ha を超える農地で

枝⾖やレタス等を⽣産し、販売しています。令和 2(2020)
年は、ブロッコリーの⽣産を本格的に開始するため、タイ
等から技能実習⽣ 11 ⼈の受⼊れを予定していましたが、
⼊国が困難となったことを契機として、同年 8 ⽉に⾃動操
舵トラクターや全⾃動移植機、⾃動収穫機等のスマート農
業機械を導⼊しました。 

導⼊した⾃動操舵トラクターにより耕起や畝⽴てに要す
る作業時間が 72％削減されたほか、全⾃動移植機により、それまで５〜8 ⼈必要だった定
植作業を 3 ⼈で⾏うことが可能になるなど、スマート農業機械の導⼊により、作業効率を
向上させることができました。今後は、これを機に更なる機械化を進めるとともに、施肥
の管理や品種改良等も積極的に⾏い、更なる収益の拡⼤を⽬指す予定です。  

 
 

((33))地地⽅⽅へへのの関関⼼⼼やや働働きき⽅⽅、、交交流流にに関関すするる新新たたなな動動きき  
アア  地地⽅⽅へへのの関関⼼⼼のの⾼⾼ままりり  
((ワワーーケケーーシショョンンへへのの関関⼼⼼がが増増加加))  

新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により、テレワークなど場所を問わない働き⽅が
進⾏するにつれ、地⽅への関⼼が増加し、温泉地・リゾート地等で余暇を楽しみつつ仕事
を⾏う「ワーケーション」への注⽬が⾼まっています。 

農農福福連連携携にによよるるカカーーネネーーシショョンンのの共共選選作作業業  
 

ココロロナナ対対策策がが施施さされれたた作作業業台台  
 

ススママーートト農農業業機機械械のの導導⼊⼊  
((ブブロロッッココリリーーのの⾃⾃動動収収穫穫機機))  

資料：株式会社鈴⽣ 
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